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本
連
載
第
四
回
で
は
「
塩
竈
・
松
島
へ
の
道
」

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
さ
ら
に
そ
の
先

の
、
霊
場
・
金き

ん

華か

山さ
ん

（
大だ

い

金き
ん

寺じ

）
へ
向
か
う
金

華
山
道
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

金
華
山
は
、
仙
台
か
ら
で
も
条
件
が
整
え
ば
、

そ
の
尖
っ
た
特
徴
的
な
山
頂
部
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
松
島
を
描
い
た
絵
画
作
品
の
多
く

に
も
金
華
山
は
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
し
た
。

　

金
華
山
道
は
、
松
島
か
ら
、
高
城
（
松
島
町
）

―
小
野
（
東
松
島
市
）
―
矢
本
（
同
前
）
と
進

み
石
巻
に
至
り
ま
す
。

　

石
巻
を
過
ぎ
る
と
、
渡わ

た
の

波は

（
石
巻
市
）
か
ら

舟
で
金
華
山
へ
渡
る
方
法
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
基
本
的
に
は
牡
鹿
半
島
に
入
り
、
桃
浦
・

大
原
・
鮎
川
（
石
巻
市
）
な
ど
、
半
島
の
西
側

の
浜
を
経
由
し
て
陸
路
を
進
み
ま
す
。
鮎
川
か

ら
東
へ
峰
を
越
え
る
と
、
金
華
山
を
眼
前
に
臨

む
山や

ま

鳥ど
り

渡わ
た
し

（
同
前
）
に
着
き
ま
す
。

　

牡
鹿
半
島
周
辺
は
、
古
く
か
ら
漁
場
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
陸
地
は
江
戸
時
代
に

は
、
仙
台
藩
主
の
狩
猟
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、

特
に
初
代
藩
主
伊
達
政
宗
、
二
代
忠
宗
、
五
代

吉
村
は
鹿
な
ど
を
狩
る
た
め
、「
遠と

島し
ま

」
と
呼

ば
れ
た
牡
鹿
半
島
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

牡
鹿
半
島
南
端
の
海
上
に
あ
る
金
華
山
は
、

古
代
、
金
が
産
出
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
の
あ
っ

た
場
所
で
す
。
天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜

九
二
）
に
僧
・
長
俊
が
中
興
し
た
と
さ
れ
る
大

金
寺
（
の
ち
黄
金
山
神
社
）
に
は
、
福
徳
や
海

上
安
全
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
弁
財
天
が
祀ま

つ

ら
れ

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
金
華
山
講
が
で
き

る
な
ど
し
て
庶
民
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
が
、

仙
台
藩
主
も
寺
へ
寄
進
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
四
代
綱
村
（
延
宝
三
年
〈
一
六
七
五
〉、

元
禄
一
一
年
〈
一
六
九
八
〉
の
二
度
）
と
五
代

吉
村
（
宝
永
六
年
〈
一
七
〇
九
〉、
享
保
四
年

〈
一
七
一
九
〉
の
二
度
）
は
、
同
寺
弁
財
天
堂

再
建
の
施
主
に
な
っ
た
こ
と
が
棟
札
か
ら
分
か

り
ま
す
。

　

さ
て
、
山
鳥
渡
か
ら
、
舟
で
対
岸
へ
渡

る
と
金
華
山
に
到
着
し
ま
す
。
文
政
八
年

（
一
八
二
五
）
に
仙
台
で
出
版
さ
れ
た
『
金
華

山
詣
』（
燕え

ん

石せ
き

斎さ
い

薄う
す

墨ず
み

著
）
の
冒
頭
は
、
牡
鹿

半
島
側
か
ら
見
た
金
華
山
の
全
景
図
（
下
図
）

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
本
書
で
は
、
仙
台
か
ら

金
華
山
へ
至
る
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

そ
の
途
上
に
あ
る
史
跡
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
金
華
山
の
図
を
見
る

と
、
舟
に
乗
っ
て
金
華
山
へ
渡
る
人
々
や
大
金

寺
山
内
の
参
詣
者
が
居
り
、
ま
た
、「
水
晶
石
」

「
御
船
石
」「
仁
王
さ
き
（
崎
）」
な
ど
島
内
の

奇
石
奇
岩
に
名
前
が
付
け
ら
れ
、
参
る
べ
き
名

所
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
寺
社
参
詣
が
盛
ん
に
な
る

と
、
本
書
の
よ
う
な
読
書
用
の
教
科
書
（
往
来

物
）
を
兼
ね
た
寺
社
の
参
詣
案
内
本
が
数
多
く

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台
で
は
、
本
書
の
ほ
か

に
も
、『
仙せ

ん

府ぷ

年ね
ん

中じ
ゅ
う

往お
う

来ら
い

』や『
松
嶋
往
来
』、『
竹

駒
詣
』（
い
ず
れ
も
燕
石
斎
薄
墨
著
）
な
ど
の

往
来
物
が
著
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
往
来
物

は
現
代
の
観
光
に
も
役
立
つ
も
の
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て

旅
に
出
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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